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1） 

 

撿 

地 

之 

事 

①
一 

歩
竿
の
長
さ
壹
丈
貳
尺
貳
歩
也
、
壹
尺
づ
ゝ
に
目
を
も
る
べ
し
、
又
其
近
邊
の
御
代
官
の
竿
の
長
さ
を
寫
し
用
可 

レ

然
歟
。 

②
一 

竿
の
持
や
う
は
我
立
た
け
の
あ
て
の
高
さ
に
竿
を
と
る
べ
し
、
打
や
う
は
ひ
ぢ
を
脇
に
付
て
不
レ

動
し
て
、
腕
さ 

き
斗
り
に
て
打
也
、
但
歩
行
を
定
べ
し
。 

③
一 

田
畑
い
か
や
う
の
願
に
て
も
横
と
縱
と
二
竿
に
打
申
候
、
但
し
縱
を
先
に
う
た
せ
、
其
眞
中
ほ
ど
を
十
文
字
に
な 

る
や
う
に
横
竿
を
う
つ
也
、
是
非
二
竿
に
な
り
か
さ
ぎ
事
あ
ら
ば
、
縱
横
の
外
に
其
歩
ば
か
り
を
量
り
て
、
增
歩
幾
歩 

と
水
帳
に
書
事
も
あ
り
、
又
な
わ
に
て
打
も
あ
り
。 

④
一 

山
畑
の
撿
地
は
登
り
ざ
ま
に
打
て
ば
歩
積
多
し
、
く
だ
り
ざ
ま
に
打
て
よ
し
、
又
山
畑
な
ど
を
見
分
ば
か
り
に
て
、 

 

歩
を
つ
も
る
事
な
か
れ
、
大
き
に
相
違
あ
る
べ
し
、
但
し
地
の
上
中
下
は
別
に
あ
り
。 

⑤
一 

繩
打
候
節
不
仕
置
な
れ
ば
、
ひ
い
き
編
頗
あ
り
て
私
欲
あ
る
も
の
也
、
此
ゆ
へ
に
ま
へ
か
た
、
な
わ
組
の
者
に
か 

 

た
く
誓
紙
い
た
さ
せ
し
か
る
べ
き
か
、
文
言
さ
ま
〲
有
べ
し
。 

⑥
一 

道
せ
ま
く
打
詰
て
は
總
じ
て
ゆ
る
く
打
ち
た
る
が
よ
し
、
御
料
私
領
と
も
に
反
高
に
應
じ
て
、
役
目
あ
ま
た
懸
る 

 

物
也
、
此
ゆ
へ
に
繩
の
詰
り
た
る
は
百
姓
困
窮
す
る
物
也
、
諸
事
心
得
其
時
に
至
て
可
レ

有
レ

之
歟
。 

⑦
一 

繩
打
の
と
き
巧
者
を
ゑ
ら
び
て
筆
取
に
定
べ
し
、
地
の
縱
横
、
地
主
の
名
、
な
ら
び
に
上
中
下
を
あ
ら
は
し
て
書 

き
て
は
、
其
砌
出
合
た
る
百
姓
や
か
ま
し
く
訴
訟
し
げ
る
故
、
上
中
下
の
宇
を
作
り
て
こ
ゝ
ろ
お
ぼ
へ
に
ば
か
り
書
付 

べ
し
、
此
外
色
々
の
心
遣
ひ
、
其
時
に
至
て
可
レ

有
レ

之
も
の
也
。 

⑧
一 

竿
打
せ
候
は
ゞ
深
田
へ
も
ふ
み
こ
み
、
地
心
を
了
簡
い
た
す
べ
し
、
帳
付
竿
取
の
役
人
百
姓
等
に
ふ
か
く
頼
ま
れ
、 

 

依
怙

え

こ

あ
る
事
あ
り
、
隨
分
目
を
は
な
さ
ず
こ
ゝ
ろ
を
付
べ
し
、
取
分
横
竿
は
少
し
の
延
ち
ゞ
め
に
て
大
き
に
相
違
あ
る 

 

者
也
、
少
も
油
斷
不
レ

可
レ

有
と
い
へ
り
、
其
外
雨
降
、
風
ふ
き
、
毛
の
上
の
撿
地
心
得
可
レ

有
と
也
。 

⑨
一 

田
畑
當
分
地
面
せ
ま
く
候
と
も
、
外
に
荒
間
或
は
銀
山
な
ど
あ
り
て
、
し
だ
い
に
廣
く
成
地
も
有
べ
し
、
又
今
廣 

 

く
候
と
も
山
頽

く
ず
れ

水
損
な
ど
に
て
、
次
第
に
せ
ば
ま
る
田
地
も
有
べ
し
、
又
當
分
上
地
な
り
と
も
末
々
は
林
藪
な
ど
に
お 

 

さ
れ
、
或
は
日
影
な
ど
に
な
る
地
抔
も
有
べ
し
、
尤
中
下
の
所
に
て
も
年
を
追
て
上
地
に
な
る
所
も
有
べ
し
、
か
や
う 

 

の
所
に
も
よ
く
〱
氣
を
付
け
進
退
有
べ
し
と
云
へ
り 

⑩
一 

田
畑
の
撿
地
は
大
方
右
の
ご
と
し
、
其
外
何
撿
地
に
て
も
、
微
細
に
歩
を
つ
も
る
と
き
は
各
別
也
、
算
法
并
に
規 

 

矩
の
か
ね
、
委
細
は
算
爼

さ

ん

そ

に
見
へ
た
り
。 

 

林 
 

之 
 

事 

（
中
略
） 

 

撿 

地 

仕 

様 

覺 

①
一 

郷
村
の
能
な
る
も
惡
く
な
る
も
、
百
姓
の
身
上
好
く
成
も
あ
し
く
な
る
も
、
撿
地
の
仕
や
う
な
り
、
た
ゞ
撿
地
水
帳 

は
五
十
年
も
百
年
も
三
百
年
も
五
百
年
も
後
々
末
代
ま
で
も
、
此
水
帳
に
て
高
を
結
び
年
貢
役
等
ま
で
仕
る
べ
し
、
然
ば 

撿
地
の
仕
や
う
惡
し
く
、
た
と
へ
ば
壹
反
三
百
歩
の
も
の
を
間
違
、
貳
百
七
拾
歩
も
有
レ

之
様
に
繩
を
入
れ
、
又
は
上
中
下 

の
位
違
、
年
貢
不
足
の
時
は
其
作
百
姓
身
上
つ
ぶ
し
候
、
末
々
ま
で
數
人
の
百
姓
身
上
つ
ぶ
し
、
其
一
類
の
も
の
歎
悲
迷 

惑
仕
、
其
報
ひ
天
罰
の
ほ
ど
不
レ

可
二

勝
計

あ
け
て
は
か
る

一

、
し
か
れ
ば
繩
打
は
大
事
の
も
の
也
、
依
レ

之
撿
地
の
仕
や
う
有
增
記
レ

之
。 

②
一 

繩
打
一
組
に
大
體
四
人
を
以
有
レ

之
も
の
也
、
其
頭
を
す
る
者
撿
地
の
仕
や
う
不
鍛
錬
に
て
は
、
よ
ろ
づ
さ
し
引 

 

な
ら
ざ
る
者
也
。 

③
一 

郷
村
を
請
取
其
村
へ
入
、
ま
づ
郷
境
ひ
を
見
廻
り
高
何
百
石
の
所
、
田
畑
屋
敷
共
に
何
拾
丁
有
レ

之
と
大
積
り
を 

 

見
分
い
た
し
、
扨
又
上
中
下
の
場
所
を
念
入
れ
見
分
仕
り
、
繩
を
打
も
の
也
。 

④
一 

上
中
下
の
位
を
付
候
に
、
土
の
見
や
う
、
毛
の
上
に
て
見
や
う
、
屋
敷
廻
り
又
は
野
田
山
田
色
々
巧
者
入
る
事
也
、 

 

屋
敷
廻
り
に
下
田
あ
り
、
野
田
又
は
郷
は
づ
れ
に
も
上
田
あ
り
、
此
段
書
面
に
畫
し
が
た
し
。 



⑤
一 

上
中
下
の
位
を
付
る
に
頭
の
心
持
段
々
あ
り
、
先
跡
々
の
上
中
下
の
反
帳
を
書
立
、
今
度
の
上
中
下
の
反
帳
を
ば 

 
何
ほ
ど
出
候
か
、
又
は
引
込
候
か
と
大
積
り
を
勘
定
い
た
し
、
扨
頭
脇
等
を
以
、
見
合
と
引
合
考
い
た
し
、
上
中
下
の 

 

位
を
作
る
が
大
體
也
、
然
れ
ど
も
跡
々
の
上
中
下
の
位
よ
り
も
可
レ

有
レ

之
候
、
又
跡
々
の
上
中
下
の
位
よ
り
引
込
も
可 

レ

有
レ

之
、
此
と
き
は
頭
脇
な
ら
び
に
竿
と
り
に
も
相
談
い
た
し
、
正
路
に
仕
儀
肝
要
也
、
此
詮
義
な
し
に
上
中
下
の
位 

を
付
、
高
過
分
に
出
候
よ
し
、
又
は
過
分
に
引
込
候
時
は
、
帳
奉
行
の
か
た
よ
り
穿
さ
く
に
あ
ひ
、
行
當
り
迷
惑
仕
る 

事
可
レ

有
レ

之
、
畢
竟
頭
の
分
別
ま
た
巧
者
の
入
る
事
也
。 

⑥
一 

上
中
下
の
位
を
付
候
に
、
用
水
場
の
田
と
旱
損
場
の
田
と
此
見
分
を
以
、
上
中
下
の
位
然
る
べ
き
也
、
た
と
へ
ば 

 

旱
損
場
の
田
あ
ま
次つ

ぎ

よ
き
時
は
、
毛
の
上
よ
く
出
來
候
も
の
也
、
用
水
の
場
雨
し
げ
き
年
は
田
ひ
え
候
て
、
出
來
あ
し 

 

き
年
も
可
レ

有
レ

之
、
こ
れ
も
考
が
へ
に
入
る
事
也
。 

⑦
一 

下
田
も
能
作
人
の
こ
ゑ
を
お
ほ
く
入
、
草
を
よ
く
取
、
よ
き
苗
を
植
へ
、
よ
き
種
物
を
蒔
候
得
ば
、
上
田
の
ご
と 

 

く
能
作
毛
に
作
る
も
の
也
、
又
上
田
も
こ
ゑ
を
い
れ
ず
、
草
お
も
さ
い
〱
と
ら
ず
、
鍬
入
お
も
細
々
仕
ら
ず
、
苗
、
種 

 

物
の
あ
し
き
を
植
候
得
ば
作
毛
あ
し
き
者
也
、
し
か
れ
ば
毛
の
上
に
て
の
上
中
下
の
位
分
明
な
ら
ず
候
や
う
な
る
義
、 

 

見
分
巧
者
入
る
こ
と
な
り
。 

⑧
一 

頭
脇
並
に
竿
取
り
巧
者
に
て
能
者
斗
り
は
無
レ

之
も
の
に
て
候
、
不
巧
者
な
る
者
は
巧
者
な
る
者
に
能
々
問
聞
、
ま 

 

た
は
百
姓
に
成
と
も
、
誰
に
成
と
も
、
撿
地
の
仕
や
う
能
々
聞
候
て
繩
打
候
が
能
く
候
、
不
巧
者
に
て
巧
者
ぶ
り
に
仕 

 

繩
を
入
候
に
付
、
殊
の
外
撿
地
を
緩
く
打
も
あ
り
、
又
殊
の
外
切
詰
て
強
く
打
、
百
姓
迷
惑
仕
る
や
う
に
繩
を
入
る
も 

 

あ
り
、
此
考
へ
中
々
書
面
に
盡
し
が
た
き
也
。 

⑨
一 

繩
を
打
候
に
朝
と
晩
と
、
雨
風
の
と
き
と
、
深
田
淺
田
の
所
と
、
段
々
う
ち
や
う
有
レ

之
者
也
。 

⑩
一 

山
田
鹽
入
場
野
放
れ
地
生
の
あ
し
き
田
畑
は
、
竿
の
入
や
う
少
し
ゆ
る
く
打
も
の
也
、
上
田
又
は
屋
敷
廻
り
の
如 

 

く
切
詰
て
、
強
く
打
候
て
は
作
人
迷
惑
す
る
も
の
也
。 

⑪
一 

田
畑
と
も
に
な
り
の
あ
し
き
に
は
竿
の
入
や
う
有
レ

之
、
竿
の
入
や
う
し
ら
ず
し
て
繩
を
打
候
て
は
、
善
惡
違
ひ 

 

有
レ

之
も
の
也
、
な
り
の
惡
し
き
田
お
ば
立
廻
り
〱
、
兩
方
よ
り
見
分
候
て
竿
を
入
る
ゝ
も
の
也
。 

⑫
一 

田
畑
に
よ
り
長
き
所
を
打
候
て
、
何
拾
間
よ
ば
る
ゝ
と
き
の
聞
と
き
ち
が
い
、
ま
た
は
帳
の
つ
け
違
有
レ

之
も
の 

 

也
、
間
數
帳
に
書
付
る
時
、
二
度
三
度
も
能
々
聞
と
ゞ
け
付
べ
き
事
。 

⑬
一 

立
繩
は
少
し
違
候
て
も
苦
し
か
ら
ず
候
、
横
な
わ
は
少
し
違
候
て
も
、
長
に
か
ゝ
り
過
分
の
違
ひ
に
な
る
も
の
也
、 

 

然
る
う
へ
は
横
な
わ
を
ば
、
そ
の
一
組
の
頭
か
、
巧
者
な
る
も
の
打
も
の
也
。 

⑭
一 

竿
取
の
打
や
う
惡
し
く
候
得
ば
過
分
は
違
あ
り
、
殊
に
初
心
な
る
も
の
竿
取
の
時
は
、
跡
よ
り
又
つ
ぎ
竿
に
て
改
、 

 

又
田
畑
う
ち
仕
廻
ひ
、
宿
へ
歸
り
候
て
も
少
し
も
隙
無
レ

之
に
於
て
は
、
初
心
な
る
竿
取
お
ば
幾
度
も
五
拾
間
六
拾
間
の 

 

場
を
う
た
せ
つ
ぎ
竿
に
て
改
吟
味
仕
候
へ
ば
、
日
數
を
重
ね
て
右
の
詮
義
に
て
、
初
心
な
る
竿
取
も
後
に
は
能
く
な
り 

違
ざ
る
も
の
也
、
萬
事
頭
の
心
得
詮
義
吟
味
肝
要
也
、
一
日
に
二
三
度
ほ
ど
も
つ
ぎ
竿
を
い
た
し
改
め
、
違
ひ
無
レ

之
や 

う
大
事
に
い
た
し
念
入
る
べ
き
事
。 

⑮
一 

何
事
に
も
入
る
事
に
候
得
共
、
撿
地
の
時
腹
立
ざ
る
行
を
仕
り
然
る
べ
き
也
、
腹
を
立
候
て
繩
を
う
ち
候
得
ば
、 

 

殊
の
外
過
不
及
の
違
ひ
有
レ

之
べ
し
、
此
段
は
書
面
盡
し
が
た
し
、
口
傳
有
レ

之
、
腹
を
立
候
て
は
こ
ゝ
ろ
も
混
亂
違
有 

 

べ
き
義
は
、
面
々
の
考
に
も
可
レ

有
事
。 

⑯
一 

公
儀
よ
り
の
撿
地
は
正
路
な
る
儀
第
一
也
、
其
上
諸
人
の
手
本
に
な
る
も
の
に
候
間
、
成
ほ
ど
念
入
れ
な
わ
打
に 

 

申
付
ら
る
べ
し
、
下
々
に
至
る
ま
で
百
姓
に
何
に
て
も
非
義
成
事
申
か
け
ず
、
面
々
制
し
な
ら
び
に
法
度
書
の
通
り
、 

 

愼
み
肝
要
也
。 

⑰
一 

名
主
な
ら
び
に
宿
な
ど
の
田
畑
お
ば
、
緩
く
う
つ
も
有
レ

之
べ
し
、
又
小
口
を
も
利き

き
、
面
く
せ
惡
き
小
百
姓
な
ど 

 

の
田
畠
を
ば
、
強
く
打
も
の
有
レ

之
べ
し
、
是
頭
よ
り
の
し
め
し
肝
要
也
。 

⑱
一 

繩
打
は
急
ぎ
候
得
ば
必
違
有
レ

之
も
の
也
、
い
か
に
も
し
づ
か
に
こ
ゝ
ろ
を
ゆ
る
や
か
に
も
ち
、
人
よ
り
た
と
へ
一 

 

日
二
日
打
し
ま
ひ
候
と
も
、
大
切
の
撿
地
に
候
間
、
成
る
ほ
ど
念
入
ら
る
べ
き
也
。 

⑲
一 

野
帳
上
中
下
を
付
候
時
、
こ
ゝ
ろ
覺
へ
を
い
た
し
、
一
郷
の
し
め
仕
候
時
上
多
き
時
は
、
中
に
な
お
し
、
下
す
く 

 

な
き
時
は
中
を
下
□

（
空
白
）

直
し
、
野
帳
を
以
、
さ
し
引
仕
る
や
う
に
心
お
ぼ
へ
仕
る
べ
き
歟
、
左
な
く
候
得
ば
一
郷
の
し
め 

 

仕
候
時
、
行
當
る
事
可
レ

有
レ

之
、
こ
れ
は
大
事
に
存
じ
、
心
を
付
る
と
付
ざ
る
と
、
念
を
入
る
と
入
ざ
る
と
の
二
つ
な 

 

り
、
頭
の
分
別
專
一
也
。 

⑳
一 

繩
を
入
撿
地
仕
候
得
ば
田
畑
廣
き
迫せ

ま

き
も
な
く
、
上
中
下
の
位
違
わ
ぬ
や
う
に
、
扨
又
一
郷
の
百
姓
年
貢
役
等
ま 

 

で
も
損
失
な
く
、
萬
正
路
に
可
レ

有
レ

之
た
め
也
、
然
る
所
に
不
巧
者
の
繩
打
組
し
、
又
は
お
こ
り
い
か
り
無
慈
悲
の
人
與 

 

し
、
氣
あ
ら
な
る
仁
が
其
上
念
入
ず
し
て
、
百
姓
歎

な
げ
き

、
郷
村
も
惡
く
成
候
や
う
に
い
た
さ
れ
候
得
ば
沙
汰
の
限
り
な
り
。 

㉑
一 

撿
地
の
時
は
末
代
の
た
め
に
候
間
、
道
堀
の
せ
ば
き
を
少
し
廣
く
仕
度
な
ど
申
、
な
ら
び
に
林
な
ど
道
川
す
ぐ
に 



 
仕
度
と
、
所
々
名
主
百
姓
訴
訟
申
に
お
ゐ
て
は
、
せ
ん
さ
を
く

（
マ
マ
）

遂
げ
、
其
分
竿
を
除
く
も
の
也
。 

㉒
一 
旱
損
場
有
レ

之
溜
池
仕
度
と
申
か
、
又
は
水
い
か
り
場
有
レ

之
所
、
落
し
堀
川
除
な
ど
有
レ

之
所
は
、
見
分
の
う
へ
詮 

 

義
を
遂
げ
、
所
の
代
官
手
代
に
以
來
相
違
な
き
や
う
に
急
度
申
渡
除
く
も
の
也
。 

㉓
一 

片
さ
が
り
畑
中
に
も
、
北
向
な
ど
は
立
毛
出
來
か
ね
申
も
の
に
御
座
候
間
、
上
の
場
成
と
も
中
下
に
仕
る
物
に 

 

候
、
但
し
所
に
よ
る
べ
し
。 

㉔
一 

上
中
下
の
位
付
に
、
眞
土
と
野
土
と
砂
地
と
段
々
巧
者
の
入
事
也
、
高
見
の
そ
り
畑
と
、
ひ
き
ゝ
所
の
濕
汁

し

つ

し

る

み
、 

 

こ
ゝ
ろ
持
有
事
。 

㉕
一 

田
の
中
の
嶋
畠
こ
ゑ
汁
も
引
、
人
馬
通
ひ
も
惡
く
、
作
毛
も
惡
く
有
レ

之
物
に
候
所
に
は
、
よ
り
申
す
べ
く
候
得 

 

共
、
先
此
考
へ
有
レ

之
べ
し
、
但
し
人
居
近
、
大
き
な
る
嶋
田
は
、
中
に
も
上
に
も
見
分
し
だ
い
、
大
方
は
下
畑
た
る 

 

べ
し
。 

㉖
一 

南
に
森
を
う
け
候
か
、
又
は
屋
敷
廻
り
に
て
も
、
竹
木
盛し

げ

り
日
影
の
處
は
、
田
畑
共
に
耕
作
出
來
か
ぬ
る
者
に
候
、 

 

た
と
へ
上
田
の
な
ら
び
候
と
も
見
合
、
中
に
も
下
に
も
打
も
の
也
。 

㉗
一 

新
田
場
有
レ

之
て
、
田
の
中
に
百
姓
屋
敷
を
構
へ
居
申
者
は
、
廻
り
に
木
竹
を
も
植
、
屋
敷
構
も
仕
物
に
候
間
、
見 

 

斗
い
少
し
も
繩
を
ゆ
る
や
か
に
う
つ
物
也
、
屋
敷
の
撿
地
つ
ま
り
候
得
ば
、
以
來
百
姓
あ
り
付
か
ぬ
る
も
の
也
。 

㉘
一 

屋
敷
撿
地
之
儀
、
廻
り
の
竹
木
し
げ
る
に
、
又
は
竹
な
ど
も
は
へ
出
申
も
の
に
候
間
、
是
又
少
し
は
ゆ
る
み
を
打 

 

も
の
也
、
右
同
斷
。 

㉙
一 

檢
地

（
マ
マ
）

打
初
て
よ
り
其
日
う
ち
候
を
ば
帳
に
付
、
た
と
へ
夜
ふ
け
候
共
、
野
帳
に
て
其
夜
の
う
ち
に
歩
掛
、
上
中
下 

 

の
ひ
ろ
い
、
田
畑
の
寄
を
も
い
た
し
反
高
を
見
、
其
日
ぎ
り
に
埓
を
明
け
し
か
る
べ
く
候
、
一
日
油
斷
い
た
し
候
得
ば
、 

 

上
中
下
の
頭
付
の
心
覺
も
わ
す
れ
、
其
上
毎
日
の
帳
ど
も
か
さ
な
り
候
得
ば
、
二
三
日
も
四
五
日
も
其
村
に
逗
留
い
た 

 

し
、
又
は
過
不
足
田
畑
上
中
下
の
あ
ん
ぴ
お
ち
つ
か
ず
、
迷
惑
い
た
す
も
の
也
、
き
の
ふ
う
ち
候
お
ば
今
日
淸
帳
出
來 

 

し
、
其
淸
帳
に
て
よ
み
合
、
ひ
ろ
い
、
念
を
入
致
、
野
帳
と
相
違
な
く
上
中
下
の
位
お
ば
不
レ

付
候
て
、
村
中
百
姓
を
呼 

 

寄
、
そ
の
淸
帳
を
百
姓
に
渡
し
、
奉
行
を
付
談
合
い
た
さ
せ
、
歩
違
間
違
名
違
所
付
の
違
有
レ

之
也
と
相
尋
、
若
違
候
處 

 

も
候
は
ゞ
僉せ

ん

義
を
と
げ
な
を
し
申
べ
く
候
、
自
然
徒
な
る
百
姓
違
の
無
レ

之
を
相
違
有
レ

之
と
申
出
候
は
ゞ
、
前
か
ど
急 

 

度
申
斷
り
、
若
違
無
レ

之
候
は
ゞ
曲
事
申
付
べ
き
む
ね
申
わ
た
し
、
其
上
改
め
違
目
候
は
ゞ
直
す
も
の
な
り
、
淸
帳
百
姓 

 

に
見
せ
ず
し
て
、
帳
仕
立
帳
奉
行
の
方
へ
違
し
村
を
立
候
あ
と
に
て
、
違
目
候
得
ば
百
姓
迷
惑
仕
、
繩
打
衆
の
あ
と
を 

 

し
た
い
、
遠
所
に
も
訴
訟
申
す
も
の
に
御
淸
帳
極
り
候
間
、
帳
奉
行
へ
わ
た
り
高
帳
き
わ
ま
り
候
得
ば
、
百
姓
も
永
代 

 

迷
惑
、
仕

（

マ

マ

）

繩
打
衆
も
不
詮
義
に
な
り
、
か
さ
ね
て
改
め
繩
入
候
は
大
切
之
儀
に
候
間
、
ま
へ
か
ど
右
の
考
へ
可
レ

然
事
也
、 

 

右
之
條
々
撿
地
之
内
晝
夜
心
に
懸
、
萬
事
無
二

油
斷
一

愼
み
肝
要
也
。 

  

四 

民 

格 

致 

重 

寶 

記 

之 

跋 

  
 

蓋
し
此
書
の
旨
、
生
而
無
レ

益
、
死
し
て
德
の
殘
る
事
無
則

な

き

と

き

は
、
徒
に
木
石
の
朽
琢

く
ち
く
だ
く

る
に
似
た
り
、
故
に
數
年
心
に
た
く 

 

わ
へ
し
業
を
述
る
事
、
是
皆
平
昔
勤
勞
之
諸
士
諸
役
の
間
に
、
周
還
而
集
て
又
我
管
見
を
交
、
大
成
す
と
、
言
乎
未
だ 

し
、
世
の
廣
き
事
業
是
已
に
止
ま
ら
じ
。 

 

公
務
の
隙
に
遺
漏
を
集
て
續
書
と
成
べ
し
と
思
ふ
事
然
り
爾
、
于
レ

此
正
光
序
を
成
す
、
始
有
は
終
有
べ
し
、
故
に
自 

此
書
の
跋
、
神
尾
氏
包
暠

自
書
。 

 
 

于
時
享
保
辛
寅
2）

七
年
十
二
月
十
五
日 

 

（
下
略
） 

         



1）
「
本
書
は
四
民
の
二
字
を
書
名
に
冠
し
あ
る
も
、
そ
の
實
は
農
事
に
關
係
の
役
人
等
、
即
ち
代
官
、
手
代
、
村
役
人
其
の
他
一
般
農
民
の
心
得
方
を
説
き
た
る
も

の
に
し
て
、（
中
略
）
地
方
に
關
す
る
事
項
を
記
述
し
た
る
も
の
な
り
、
大
體
は
地
方
凡
例
録
、
地
方
落
穂
集
の
類
に
て
ソ
レ
等
は
皆
相
當
に
大
部
册
に
し
て
内

容
も
比
較
的
豐
富
な
れ
ど
も
、
本
書
は
甚
だ
不
完
全
に
し
て
、
惟
コ
レ
ば
か
り
に
て
は
餘
り
多
大
の
價
値
を
有
せ
ざ
れ
ど
も
、
此
の
類
の
地
方
書
中
に
て
は
最

も
古
き
も
の
ゝ
一
に
し
て
、
參
考
に
資
す
べ
き
こ
と
鮮
少
に
あ
ら
ざ
る
が
故
、
特
に
之
を
茲
に
採
收
し
た
る
な
り
、
曾
て
本
多
利
明
が
其
の
著
西
域
物
語
の
中
に

「
神
尾
氏
が
曰
く
、
胡
麻
の
油
と
百
姓
は
絞
れ
ば
絞
る
程
出
る
物
也
と
云
へ
り
、
不
忠
不
慈
云
ふ
べ
き
様
な
し
」
と
（
明
治
二
十
一
年
東
京
日
々
新
聞
社
出
版
西

域
物
語
下
卷
六
十
三
頁
）
評
し
た
る
は
著
名
の
事
實
で
あ
る
が
、
此
の
神
尾
氏
は
本
書
の
著
者
包
嵩
其
人
に
あ
ら
ざ
る
か
、
姑
ら
く
記
し
て
識
者
の
示
敎
を
仰

ぐ
、
但
本
書
中
に
は
此
の
妖
説
を
記
し
居
ら
ず
。（
中
略
）
本
書
の
底
本
と
せ
る
は
余
の
收
藏
に
係
は
る
古
寫
本
に
し
て
、
ソ
レ
に
は
包
嵩
の
著
作
の
如
く
記
る

し
あ
る
も
、
事
實
は
明
白
な
ら
ず
、
併
し
何
れ
に
し
て
も
、
享
保
年
間
の
地
方
巧
者
で
あ
つ
た
神
尾
氏
一
門
の
人
の
手
中
に
成
り
し
も
の
な
る
こ
と
は
疑
ひ
な
か

る
べ
し
。（
中
略
）
大
正
十
二
年
六
月 

瀧
本
誠
一
」
瀧
本
誠
一
『
續
日
本
經
濟
叢
書
』
第
二
巻
（
大
正
十
二
年
、
大
鐙
閣
）
解
題
五
頁
～
六
頁
・
同
一
七
頁
・

二
八
〇
頁
～
二
八
二
頁
・
二
八
六
頁
～
二
九
三
頁 

 
 

尚
、
こ
の
「
胡
麻
の
油
と
百
姓
…
」
云
々
を
放
言
し
た
と
さ
れ
る
の
は
、
時
の
八
代
将
軍
吉
宗
（
享
保
元
（1

7
1
6

）
年8

月
～
延
享2

（1
7
4
5

）
年9

月
ま
で
同
職
）

の
頃
、
老
中
を
務
め
た
松
平
左
近
将
監
乗
邑

さ
こ
ん
の
し
ょ
う
げ
ん
の
り
さ
と

（
享
保8

（1
7
2
3

）
年4

月
～
延
享2

（1
7
4
5

）
年1

0

月
ま
で
同
職
）
配
下
、
勘
定
奉
行
「
神
尾
若
狭
守
春
央

か
ん
お
わ
か
さ
の
か
み
は
る
ひ
で

」（
元

文2

（1
7
3
7

）
年6

月
～
宝
暦3

（1
7
5
3

）
年5

月
ま
で
同
職
）
そ
の
人
の
で
あ
る
。
辻
達
也
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ミ
ナ
ー
・
歴
史
に
学
ぶ 

徳
川
吉
宗
と
そ
の
時
代
』

（1
9
9
5

年
、
日
本
放
送
出
版
会
）1

9
4

頁
～1

9
9

頁
、
北
島
正
元
編
『
政
治
史
Ⅱ
』
体
系
日
本
史
叢
書2

（
昭
和4

4

年
、
山
川
出
版
社
）2

3
0

頁
～2

3
2

頁
、
朝
尾
直

弘
＝
宇
野
俊
一
＝
田
中
琢
編
『
日
本
史
辞
典
』
（1

9
9
7

年
、
角
川
書
店
） 

 

2） 

享
保
七
（1

7
2
2

）
年
の
干
支
は
「
壬
寅
」
（
じ
ん
い
ん
、
み
ず
の
え
・
と
ら
）
で
あ
る
。 

 

※ 

右
条
目
中
の
返
り
点
（
レ
）
を
一
部
加
入
し
、
漢
字
（
異
体
字
）
を
一
部
変
更
、
或
は
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
又
、
解
題
文
字
の
体
裁
（
強
調
）
及
び
各
条
目

前
の
符
号
（
撿
地
之
事
①
～
⑩
・
撿
地
仕
様
覺
①
～
㉙
）
、
並
び
に
ル
ビ
の
（
マ
マ
）
・
（
空
白
）
は
拙
職
が
加
入
し
た
。 

※ 

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日 

金
子
和
也
写 

 


